
 
 
 
 
 
 
 

実施主体 小樽市立高等看護学院 

実施内容 令和 5 年 9 月 27 日に授業・演習・啓発活動 

➀事前に取り組んだ内容 

看護師を目指す学生に対し、第 1 段階として『児童 虐待の現状等につい

て理解するための講義・グループワークを行った。 

 

②実施期間に取り組んだ具体的内容 

第 2 段階として『かわいいマスコットをつけたオリジナルのオレンジリ

ボンを作成』、第 3 段階として『グルー プワークを行い、児童虐待の現な

どを伝える掲示物を作成』する。第 4 段階として『作成したオリジナルの

オレンジリボンを活用した掲示物を作成』する。第 5 段階として『作成し

た作品を学内外に掲示』して、ソーシャルアクションを行った。 

 

③オレンジリボン運動を終えて・・・  

 
 

 

児童虐待やオレンジリボン運動の

意味を学ぶことで、看護師として、

児童虐待を発見するための気づきと

スキルを身につけ、そして発見をし

た場合への対応を学んだ。 

また掲示物などを作成すること

で、どんな情報を社会に提供すべき

なのか学び、整理するスキルも形成

され、最後に発表会を行ったこと

で、看護師としてのソーシャルアクシ

ョンのスキルも形成することができた

はずである。 

 

【小樽市立高等看護学院】 https://www.otaru-general-hospital.jp/kango-gakuin/ 
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